
















CubePDFのフォントの埋め込み設定方法。フォント化け対策はアウトライン















	メニュー
		
	ホーム
	コンピュータパーツ
	Windows
	WordPress
	レンタルサーバー
	HTML & CSS
	ソフトウェア

















	コンピュータ研究所 TOP
	投稿
	CubePDFのフォントの埋め込み設定方法。フォント化け対策はアウトライン















CubePDFのフォントの埋め込み設定方法。フォント化け対策はアウトライン

公開日 : 2017年03月16日
 [ソフトウェア]

	
	
	
	




	
	
	高品質なPDFファイルを作成してくれる無料ソフト「CubePDF」ですが、デフォルトでは「HG正楷書体-PRO」等のフォントが化けてしまい再現できません。

 初期設定ではフォントの埋め込みがなされていないのが原因なので、フォントの埋め込み方法を紹介します。
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PDFへの印刷時に特定のフォントが化ける

下記画像のような「ＭＳ ゴシック」と「HG正楷書体-PRO」の2種類のフォントからなるWord文書を、CubePDFでPDFファイルに変換したとします。

 

作成されたPDFを開くと

 

 「『HG正楷書体-PRO』フォントを検出または作成できません。一部の文字を正しく表示できない場合や、印刷できない場合があります。」

 とメッセージが表示され、HG正楷書体-PROフォントの部分が「・・・・・・・」といった具合に文字化けしているのです。

 HG正楷書体-PROは多用するフォントなので、困りました。



 このPDFのプロパティを見てみると



 「ＭＳ ゴシック」の方は「埋め込みサブセット」となっていてフォントが埋め込まれているような感じですが、「HG正楷書体-PRO」はそうではないのです。

PrimoPDFなら文字化けしないが画質が

この文字化けに対する代替策として同じく無料の「PrimoPDF」を使用してみると、「HG正楷書体-PRO」の文字化けは発生しませんでした。

 なのでPrimoPDFでいくのも手かなと思ったのですが、画像変換に関しては明らかにCubePDFの方が綺麗です。

画像もHG正楷書体-PROも多く使用する当方にとっては、悩ましい選択となったのです。


CubePDFの設定を「アウトライン」にする方法で解決

フォントに関しては、似たような物に変更する事で解決できますが、画像の質に関してはいかんともしがたいので、CubePDFの不具合を解決する方法を選びました。

 以下にその設定方法を示します。

CubePDFの印刷設定を開き「詳細設定」をクリックします。

 

「TrueType フォント ダウンロード オプション」の項目を「アウトライン」に変更すればフォントが埋め込まれ、文字化けは解消します。

 

 他にも

 「TrueType フォント」を「ソフト フォントとしてダウンロード」に

 「PostScript 出力オプション」を「エラーが軽減するように最適化」

 にしておく事をおすすめします。

これで無事にフォントが埋め込まれてPDFに変換されます。

 作成されたPDFファイルのプロパティを見てみると

 

 両方のフォント共に「埋め込みサブセット」となっていて、フォントが埋め込まれた事が確認できます。


PrimoPDFでの設定

一応PrimoPDFでのおすすめ設定も紹介しておきます。



 PrimoPDFの印刷設定を開き、次の2点を変更しましょう。

 「TrueType フォント」を「ソフト フォントとしてダウンロード」に

 「TrueType Font Download Option」を「Native TrueType」に設定するのがおすすめです。

なにはともあれ、これで最強のPDF作成ソフトCubePDFで、ガンガン高品質なPDFを作成する事ができます。
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週間アクセスランキング
	 EPSON「EP-804A」の廃インク吸収パッドリセットが無料！Reset TX730WD.rar 
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	 Windows 10 無償アップグレード方法【無料】2019年1月現在もOK 
	 .xlsx .docx拡張子が開けない時に無料で開く方法。古いOfficeでもOK 
	 CubePDFのフォントの埋め込み設定方法。フォント化け対策はアウトライン 
	 LAME MP3エンコーダーをWindows10 64bitにインストールする方法 
	 ISOファイル作成ができる日本語フリーソフト「DAEMON Tools Lite」の使い方 
	 LIFEBOOK E741/C にメモリ16GBをインストールする 
	 M.2 NVMe SSDにWindows7をインストールする方法【図解】 
	 NVMe M.2 SSDのSMARTが見えない原因はドライバ未適用 
	 「これはハードウェアに問題がある可能性があります」の原因はケーブルかも 
	 PCIe PCI 変換ライザーカードを増設しPT2を使う【DIR-EB262-C13】 
	 M.2 SSDの冷却ヒートシンク取り付け方法を図解しレビュー！ファン無しで十分冷える 
	 スマホを無線LANルーター代わりにし、Wi-Fi対応プリンタでコードレス印刷を行う 
	 富士通製ノートPCの「不明なデバイス」のドライバのインストール 
	 KB2990941のダウンロード。Windows7でm.2 SSDを使うために 
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